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品川区議会議員 
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歴史ながわ 
沢庵和尚（たくあんおしょう）：北品川３丁
目（京急新馬場駅そば）にある東海寺の開山。
たくあん漬けのルーツといわれているが、名
称は保存食の「たくわえ」漬けが「たくあん」
漬けに転化したと伝えられる。沢庵和尚の
「沢庵漬け」創設者説は、誤解といわれる。 
 

２．障がい児（者）福祉 
高橋：鳥取県境港市の「陽なた（ひなた）」

のように障がい者の一生を見据えたケ

アプランを作成し、一貫した支援体制が

できるセンターを設立してはどうか。 

福祉高齢事業部長：品川児童学園を拠点と

して個別の療育計画を作成し、保健所と

も連携し、一貫した療育相談が受けられ

るような支援体制を整備する。 

（⇒今後の施策をチェックしていきます） 

高橋：小中学校の介助員制度について。 

教育次長：現状の特別支援教育に応えきれ

ないので、来年度に向けて介助員制度検

討部会で新たな制度を検討している。 

高橋：すまいるスクールの障がい児受け入

れ体制について。 

教育次長：受け入れには、保護者・学校・

教育委員会が相談し、今までに障がい児

の受け入れを断ったことはない。きめ細

やかな指導ができるようにしている。 

一般質問しました! 
☆去る11月21日（水）16：00から20分間、
第4回定例会で一般質問しました。 

質疑の一部をご紹介します。 
 

１．教育 
高橋：スムーズな就学のために幼稚園児（５

歳児）を就学前に小学校へ数ヶ月間予備通
学（週２～３日）させる事業はできないか。 

教育次長：現在の幼稚園・保育園・小学校と
の連携事業でその提案の主旨は行われて

いると考える。 
（⇒つまり、予備通学事業は、行わないとい

う意味ですね…） 
高橋：区立小・中学校のいじめについて。 

教育次長：【いじめの件数】平成17年までは、
全児童生徒の0.02～0.08％ 平成18年度

は、７％ となっている。 
【いじめの内訳】ひやかし、からかいが多い。

学年では、小学校5年が一番多い。平成18
年にいじめによって転校しなければなら

なくなったのは、1件。不登校になったの
は、8件。 

 

品川区立鈴ヶ森小・中学校、早稲田実業高、早

稲田大学（政経学部政治学科 専攻は地方行

政）・同大学院博士課程で学ぶ。 

東京大学研究員、塾などを経て、教師（早稲田

実業高、都立日比谷高・青山高・大森高）。 

軟式野球ルーキーズ監督。 

平成19年４月 無所属・新人として 

2541票の支持をいただき初当選！ 

高橋しんじプロフィール 

しがらみのない無所属 

 



 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊『しんじ新聞』は、「広報・活動費」の使途基準に基づき政務調査費によって発行されています 

 
11/20・無所属クラブ打ち合わせ 
11/21・第4回定例会本会議 
    初めて一般質問しました！ 緊張!! 
11/22・本会議 
    他の議員の一般質問 
11/23・子どもフェスティバル 
    南大井文化センターで大勢の子ども達が 
    参加していました。私もゲームやりまし

たがダメダメでした（笑） 
   ・友人のﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ大会に参加 
11/24・知人たちと情報交換 
11/25・常任委員会・特別委員会の準備 
11/26・厚生委員会：請願・陳情審査 
11/27・厚生委員会：介護保険制度の報告、 
          後期高齢者保険制度の報告 

 
月（火）ＪＲ大井町駅前 
木   ＪＲ大森駅前   各7:00-9：00頃 
金   京急立会川駅前  
その他、 随時 
◎議会やその他の事情で予定が変更
になる場合があります。 
◎見かけたらお気軽にお声をおかけ下さい。 
◎ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰが必要な方はご連絡を 

朝、駅前にいます！ 

〒140-0011 
東京都品川区東大井4-13-11-304 
TEL:03-5461-8757 FAX:03-5461-8763 
E-mail takahashi-shinji@spa.nifty.com 
URL http://www.takahashi-shinji.net/ 
『しんじ新聞』への感想をぜひお寄せ下さい。 

高 事 橋しんじ 務所 
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ドジなんです 

高橋：障がい者の法定雇用率を満たしていない区内の社会福祉法人について。 

福祉高齢事業部長：雇用率を達成しているか、という点のみで議論するのは、一面

的である。区、及び社会福祉法人における訓練によって就労し、地域で自立して

いった例がある。これらを合わせて評価してほしい。 

  また、社会福祉法人の職員は、介護の現場に直接従事するので障がい者を雇用

し、雇用率を満たすのは厳しい。今後、障害の種類・性格に応じた職域の開発な

どを法人懇談会で研究していく。 

 
 

３．NPO（特定非営利活動法人）への支援 

高橋：NPOへの運営事業費の支払いについて。 

区長：現行の規定を根拠にして、後払い方式を概算払い（先払い）方式とすること

が可能なので、1件ごとに概算払いの必要性を見極めながら、NPOと契約するこ

とが出来ると考える。 

（⇒区長自らの前向きな答弁です！ NPOの活動の一助となる可能性が大です） 

高橋：ボランティア相互の連携・協働の支援センター設立の考えは。 

区長：空き教室を利用した支援センターやWEBサイトで可能か検討する。 

高橋：災害時のボランティアの募集・受け入れについて。 

区長：災害時ボランティアセンターを立ち上げて対応する。 

高橋：短期的あるいは特定のイベントに対するボランティアの募集・応募について。 

区長：募集が出来ないか工夫していく。企画部でその機能をもてないか、検討して

いるが、募集・応募の所管が異なるので難しい。検討の時間が欲しい。 

活動報告（一部） 

そろそろ

準備じゃ 


